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日本一の石門
神埼市立脊振小学校

この石造校門は、大正三年三月に、大正天皇の

ご即位を記念し、併せて脊振の文教の振興と発展

を祈念し建てられたものである。

高さ4.6メートル、幅1.3メートル、重量は正面

右が14トン、左が13トンで学校裏山の花崗石材を

用い、基部は埋込みとなっている。

時の村長徳川権七翁発起のもと、村民総出の奉

仕作業で、石材切り出し、運搬、建立まで幾日も

かかる大工事であったという。

山深い故郷に、新しい教育文化の殿堂を確立し、

優れた人材の養生と、豊かな社会を建設しようと

する脊振全村民のひたすらな熱意と願望が、この

堂々として、ゆるぎない日本一の大校門を造り上

げたものといえよう。
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日本一の

石門の教え（校訓）

１、心の大きな子になれ

２、たくましい子になれ

３、耐えぬく子になれ

４、礼儀正しい子になれ

５、村を興す子になれ
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脊振総合支所

脊振ふれあい館

脊振２０００年館

神埼市国民健康保険脊振診療所
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